
　
設
立
し
て
２
年
半
が
経
過
し
た
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院

大
学

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

。
２
０
１
４
年
度
予
算
は
前
年
度
の

２
倍
近
い
１
９
８
億
円
と
な
り
、
施
設
の
整
備
、
教
員
の

充
実
が
進
め
ら
れ
、
第
３
期
の
学
生
の
受
け
入
れ
が
控
え

る
。
研
究
成
果
も
ロ
ボ
ッ
ト
や
新
素
材
、
太
陽
電
池
な
ど

の
分
野
で
上
が
っ
て
い
る
。
産
学
連
携
で
は
サ
ン
ゴ
礁
保

全
で
具
体
化
し
て
い
る
。
国
家
戦
略
特
区
で
国
際
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
形
成
の
要
と
な
る
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
。
ジ
ョ
ナ

サ
ン
・
ド
ー
フ
ァ
ン
学
長
に
聞
い
た
。

県
外
企
業
を
引
き
寄
せ
る

インタビュー

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
長
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ド
ー
フ
ァ
ン
氏

　
―
設
立
し
て
２
年
半
。
研

究
、
教
育
の
進
捗
は
。

し
ん
ち
ょ
く

　
「
順
調
だ
。
本
学
の
研
究
、

教
育
は
学
際
的
で
先
端
的
な
も

の
と
し
て
い
る
。
５
分
野

の

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
そ

の
間
で
の
共
同
研
究
が
急
速
に

広
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
物
理

分
野
と
生
物
分
野
で
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
、
そ
れ
が

本
学
の
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

学
部
を
設
け
な
い
こ
と
が
分
野

間
の
障
壁
を
な
く
し
、
共
同
研

究
を
促
進
さ
せ
て
い
る
」

　
―
具
体
的
な
成
果
も
見
え
て

き
ま
し
た
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
行
動

戦
略
の
進
化
の
研
究
は

も
の

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
科
学
誌
だ
け
で
な
く
経
済

誌
の
取
材
も
あ
っ
た
。
有
機
材

料
を
使
っ
た
太
陽
電
池
の
経
年

劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

し
、
長
寿
命
化
の
道
筋
を
つ
け

た
研
究
も
あ
る
。
鉄
、
銀
、
シ

リ
コ
ン
の
ナ
ノ
粒
子
を
簡
単
に

合
成
す
る
方
法
の
開
発
は
、
薬

物
送
達
シ
ス
テ
ム

Ｄ
Ｄ
Ｓ

に
有
効
と
な
る
」

　
―
産
学
連
携
も
動
き
だ
し
ま

し
た
。

　
「
１
２
０
社
が
本
学
の
研
究

に
興
味
を
示
し
て
い
る
。
製
薬

会
社
と
の
共
同
研
究
の
例
も
あ

る
。
ま
た
、
サ
ン
ゴ
の
個
体
を

的
確
に
識
別
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析

法
の
確
立
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
保

全
に
役
立
つ
。
サ
ン
ゴ
礁
を
形

成
す
る
最
も
代
表
的
な
サ
ン
ゴ

で
あ
る
ミ
ド
リ
イ
シ
属
サ
ン
ゴ

は
１
１
３
種
あ
り
、
サ
ン
ゴ
礁

の
再
生
時
に
多
様
な
個
体
を
移

植
す
れ
ば
、
環
境
変
化
に
対
し

て
壊
滅
的
な
影
響
を
避
け
ら
れ

る
。
地
元
の
漁
業
組
合
と
手
を

組
ん
で
サ
ン
ゴ
の
繁
殖
に
成
功

し
て
お
り
、
海
洋
生
物
が
生
息

す
る
環
境
の
回
復
に
つ
な
が

る
」

　
「
た
だ
、
産
業
に
つ
な
げ
て

い
く
プ
ロ
セ
ス
は
慎
重
に
し
な

け
れ
ば
、
良
い
成
果
は
得
ら
れ

な
い
。
特
許
を
取
得
し
た
ら
、

す
ぐ
に
事
業
化
す
る
と
い
う
の

で
は
拙
速
と
な
る
。
学
内
で
改

善
を
図
り
、
そ
の
上
で
企
業
と

コ
ン
タ
ク
ト
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
な
げ

る
」

　
―
国
家
戦
略
特

区
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
役
割
を

果
た
し
て
い
き
ま
す
か
。

　
「
沖
縄
に
お
け
る
産
業
の
成

果
は
、
県
外
企
業
を
引
き
寄
せ

る
こ
と
。
人
材
を
育
成
し
、
研

究
成
果
を
上
げ
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
な
げ
る
。
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー

の
中
心
と
な
る
の
は
大
学
だ
。

ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
の
た
め
に
Ｏ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
内
に
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

を
立
ち
上
げ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
、

銀
行
、
法
律
家
な
ど
必
要
な
要

素
を
そ
ろ
え
る
。
建
設
中
の
第

３
研
究
棟
に
は
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
を
設
け
、
企
業

と
密
に
情
報
交
換
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
。
試
作
機
な
ど
モ
ノ

を
つ
く
る
機
能
を
持
た
せ
る
計

画
だ
」

国家戦略特区知の中心沖縄科学技術大学院大学国際イノベーション拠点に

ＯＩＳＴセンター棟第１研究棟 スカイウォーク

　
国
家
戦
略
特
区
で
国
際
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
中
心
と
な
る
沖
縄
科
学
技

術
大
学
院
大
学
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
含
む
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
教
員

人

と
、

を
超
え
る
国
か
ら
集
ま
っ
た

人
の
学
生
。
神
経
科
学
、
分
子
・
細
胞
・

発
生
生
物
学
、
数
学
・
計
算
科
学
、
環
境
・
生
態
学
、
物
理
・
化
学
の
５
分
野

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
で
先
進
の
教
育
と
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
設
立
の
目
的
は
沖
縄

の
自
立
的
発
展
と
世
界
の
科
学
技
術
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
。
世
界
の
頭
脳
と

先
端
的
な
研
究
基
盤
の
組
み
合
わ
せ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
に
つ
な
が
り
、
沖
縄

の
技
術
革
新
の
原
動
力
と
な
る
。

世
界
の
頭
脳
が
集
結
企
業
と
の
共
同
研
究
も

ロボット「サイバーローデント」

長寿命化に寄与太陽電池

進化の仕組みに迫るロボット活用 科学技
術
の
向
上
と
沖
縄
の
技
術
革
新

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

・
ナ
ノ
粒
子

複
合
ナ
ノ
粒
子
簡
単
に
作
製

固
体
色
素
増
感
太
陽
電

池

　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学
は
２
０
０
１
年
６
月
に
当

時
の
尾
身
幸
次
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣

沖
縄
・
北
方
対

策
、
科
学
技
術
政
策
担
当

が
構
想
を
提
唱
。

年
９
月

に
構
想
の
推
進
主
体
と
な
る

沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整

備
機
構
が
発
足
し
た
。
そ
こ

で
施
設
の
整
備
と
と
も
に
、

世
界
各
国
を
訪
ね
て
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
英
知
を
集
め
、
準

備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
構
想
か
ら

年
。

年

月
に
設
立
。
教
員
と
学
生
の

半
数
以
上
が
外
国
人
で
、
公

用
語
は
英
語
。
世
界
の
科
学

者
、
大
学
や
研
究
機
関
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
研
究

協
力
や
共
同
研
究
に
取
り
組

む
。

　
さ
ら
に
、
企
業
と
の
共
同

研
究
や
研
究
成
果
の
産
業
化

に
取
り
組
む
こ
と
で
企
業
の

集
積
を
促
し
、
知
的
・
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
す
る
こ

と
に
着
手
し
て
い
る
。

　
ム
ッ
ク
レ
ス
・
ソ
ー
ワ
ン

准
教
授
の
ナ
ノ
粒
子
技
術
研

究
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
複
合
ナ
ノ

粒
子
を
簡
単
に
作
製
す
る
方

法
を
開
発
し
た
。
鉄
と
銀
を

核
に
シ
リ
コ
ン
を
外
殻
と
す

る
。
マ
リ
ア
・
ベ
ネ
ル
メ
ッ

キ
研
究
員
は
「
こ
れ
に
よ
り

Ｍ
Ｒ
Ｉ

磁
気
共
鳴
画
像
診

断
装
置

の
造
影
剤
や
生
体

磁
気
セ
ン
サ
ー
、
ガ
ン
治
療

の
温
熱
療
法
、
標
的
へ
の
磁

気
的
送
達
と
移
入
が
可
能
と

な
る
」
と
話
す
。
医
療
の
向

上
に
大
き
く
貢
献
す
る
。

　
ナ
ノ
粒
子
は
画
像
診
断
の

薬
剤
や
標
的
へ
の
薬
物
送
達

な
ど
の
用
途
が
あ
る
。
た
だ

現
在
は
、
化
学
物
質
を
使
っ

て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
患
者

に
害
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ

る
。今
回
の
開
発
は
、化
学
物

質
を
使
わ
ず
に
複
合
し
た
。

鉄
は
粒
子
を
磁
化
す
る
の
で

思
う
よ
う
に
移
動
さ
せ
ら
れ

る
。
銀
は
撮
像
に
優
れ
る
。

こ
れ
ら
を
生
体
適
合
性
の
あ

る
シ
リ
コ
ン
で
取
り
囲
む
こ

と
で
、
医
療
分
野
で
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
が
生
ま
れ
る
。

　
銅
谷
賢
治
教
授
が
率
い
る

神
経
計
算
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
進

化
に
関
す
る
研
究
に
ロ
ボ
ッ

ト
を
用
い
る
こ
と
の
有
用
性

を
見
い
だ
し
た
。

　
動
物
は
、
雌
雄
そ
れ
ぞ
れ

が
交
配
相
手
を
引
き
つ
け
る

た
め
の
戦
略
を
持
っ
て
い

る
。
進
化
の
理
論
か
ら
は
、

集
団
内
に
は
一
つ
の
表
現
形

の
み
が
存
在
す
る
と
示
唆
さ

れ
る
。
自
然
淘
汰
の
作
用
に

と
う
た

よ
っ
て
最
良
の
戦
略
だ
け
が

生
き
残
る
か
ら
だ
が
、
実
際

に
は
複
数
の
交
配
戦
略
が
存

在
す
る
。

　
進
化
生
物
学
者
ら
の
間
で

は
、
こ
れ
ら
の
異
な
る
交
配

戦
略
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し

た
の
か
論
議
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
行
動

の
進
化
を
複
雑
な
生
物
の
生

き
て
い
る
集
団
で
研
究
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
。
こ
れ

を
ロ
ボ
ッ
ト
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
、
１
０
０
０
世
代
に
わ

た
っ
て
起
こ
る
進
化
の
過
程

を
短
期
間
で
観
察
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

　
同
ユ
ニ
ッ
ト
に
所
属
す
る

ス
テ
フ
ァ
ン
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン

グ
研
究
員
は
、
ネ
ズ
ミ
型
ロ

ボ
ッ
ト
の
コ
ロ
ニ
ー
を
用
い

て
調
査
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は

移
動
の
た
め
の
車
輪
、
電
池

や
他
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
見
つ
け

る
た
め
の
カ
メ
ラ
、
電
池
か

ら
充
電
す
る
た
め
の
接
点
を

備
え
る
。
さ
ら
に
、
赤
外
線

通
信
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

動
作
を
決
め
る
数
値
を
コ
ピ

ー
し
合
う
、
つ
ま
り
遺
伝
子

を
交
配
す
る
た
め
の
機
能
を

持
た
せ
た
。

　
電
池
を
探
し
て
充
電
す

る
、
交
配
相
手
を
探
し
て
交

配
す
る
と
い
う
２
種
類
の
基

本
行
動
を
実
施
。
電
池
と
交

配
相
手
の
背
が
見
え
る
状
況

で
、
二
つ
の
交
配
戦
略
の
表

現
型
が
現
れ
た
。
え
さ
を
探

す
だ
け
で
交
配
可
能
な
相
手

に
直
面
し
な
け
れ
ば
交
配
し

な
い
「
貪
食
型
」
と
、
相
手

が
振
り
向
い
て
交
配
す
る
の

を
待
つ
「
好
色
型
」
だ
。
貪

食
型
が

％
、
好
色
型
が

％
の
時
に
二
つ
の
交
配
戦
略

が
安
定
的
に
存
続
す
る
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
と
表
面

科
学
ユ
ニ
ッ
ト
の
ヤ
ビ
ン
・

チ
ー
准
教
授
ら
は
、
有
機
材

料
を
使
っ
た
太
陽
電
池
の
経

年
劣
化
の
原
因
を
調
べ
た
。

そ
の
結
果
、
太
陽
電
池
で
広

く
使
わ
れ
て
い
る
ア
モ
ル
フ

ァ
ス

非
晶
質

の
Ｓ
ｐ
ｉ

ｒ
ｏ
―
Ｍ
ｅ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｄ
材
料

に
異
物
の
空
気
分
子
が
取
り

込
ま
れ
た
り
通
り
抜
け
た
り

す
る
問
題
を
確
認
。
こ
う
し

た
空
気
分
子
が
太
陽
電
池
の

不
純
物
と
な
り
、
同
材
料
層

の
経
年
劣
化
を
も
た
ら
す
と

断
定
し
た
。

　
材
料
の
劣
化
は
太
陽
電
池

の
発
電
効
率
の
低
下
を
招

く
。
太
陽
電
池
を
長
持
ち
さ

せ
る
に
は
、
材
料
の
劣

化
を
防
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
研
究
の
次
の

段
階
は
、
同
材
料
層
を

カ
プ
セ
ル
化
す
る
こ
と

で
、
空
気
の
分
子
が
取

り
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。
こ
れ
を
低

コ
ス
ト
で
実
現
す
れ

ば
、
低
コ
ス
ト
・
高
効

率
・
長
寿
命
の
三
拍
子

が
そ
ろ
っ
た
理
想
的
な

太
陽
電
池
の
開
発
に
近

づ
く
こ
と
に
な
る
。
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